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社
史
で
１
９
７
０
年
大
阪
万
博
を
知
る 

Ｖｏｌ.109 

       

令
和
７
年
４
月
13
日
か
ら
10
月
13
日
ま
で
の 

１
８
４
日
間
、
大
阪
市
の
夢
洲
で
「２
０
２
５
年
日 

本
国
際
博
覧
会
」（
以
下
、
「大
阪
・関
西
万
博
」）が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

「万
国
博
覧
会
」で
は
、
世
界
の
国
々
や
企
業
が
、

文
化
と
産
業
の
成
果
を
展
示
し
ま
す
。
今
回
の
万
博

で
も
、
数
多
く
日
本
の
企
業
が
参
加
し
、
最
先
端
の

技
術
を
披
露
し
ま
し
た
。 

参
加
し
た
企
業
の
社
史
に
、
「大
阪
・関
西
万
博
」

の
こ
と
が
記
載
さ
れ
る
の
は
、
ま
だ
先
の
話
だ
と
思

い
ま
す
が
、
日
本
で
は
、
昭
和
45
年
に
も
「日
本
万

国
博
覧
会
」（
以
下
、
「大
阪
万
博
」）が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
55
年
前
の
「大
阪
万
博
」は
、
社
史
に
ど
の

よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
気
に
な
っ

た
の
で
、
調
査
し
て
み
ま
し
た
。 

 

ま
ず
は
、
「大
阪
万
博
」の
基
本
情
報
に
つ
い
て
、 

  

       

阪
急
電
鉄
の
『７
５
年
の
あ
ゆ
み 

記
述
編
』
（１
９

８
２
年
刊
）に
よ
る
と
、
「人
類
の
進
歩
と
調
和
」を

テ
ー
マ
に
大
阪
の
千
里
丘
陵
で
昭
和
45
年
３
月
15

日
か
ら
９
月
13
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
と
あ
り
ま
す
。 

期
間
中
の
入
場
者
数
は
、
お
よ
そ
６
４
２
１
万

人
。
大
盛
況
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
箇
所
と
し
て
、 

「夏
休
み
も
終
わ
り
、
閉
幕
ま
で
あ
と
10
日
と
迫
っ

た
９
月
５
日
、
こ
の
日
は
当
社
に
と
っ
て
は
、
万
国
博

輸
送
の
す
べ
て
を
凝
縮
し
き
っ
た
日
で
あ
っ
た
。
」と

あ
り
ま
す
。
入
場
者
数
が
開
幕
以
来
の
最
高
の
人
出

と
な
り
、
輸
送
能
力
を
は
る
か
に
上
回
っ
た
が
、
乗

客
の
完
全
輸
送
と
い
う
使
命
を
果
た
す
た
め
、
最
終

電
車
が
そ
の
務
め
を
終
え
た
の
は
午
前
３
時
を
過
ぎ

て
い
た
そ
う
で
す
。 

 

そ
ん
な
「
大
阪
万
博
」
の 

第
一
号
”
を
、
多
く
の
企

業
が
目
指
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
自
社
が
第
一
号
だ
と 

  

       社
史
に
記
載
し
て
い
る
複
数
の
企
業
と
、
そ
の
展
示
内

容
を
紹
介
し
ま
す
。 

『ワ
コ
ー
ル
物
語
〔新
版
〕』（１
９
７
９
年
刊
）で
は
、

「万
国
博
の
受
付
け
は
、
昭
和
四
十
三
年
四
月
一
日
か

ら
開
始
さ
れ
た
。
（中
略
）朝
く
ら
い
う
ち
か
ら
並
ん
で 

万
国
博
参
加
第
一
号
”
の
名
乗
り
を
あ
げ
た
。
一
番

乗
り
を
競
う
の
は
、
ど
う
や
ら
日
本
人
の
好
み
ら
し
く

（
～
以
下
略
）
」
と
あ
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普

及
し
て
い
な
か
っ
た
時
代
は
、
列
に
並
び
対
面
で
申
し

込
み
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

ワ
コ
ー
ル
が
出
展
し
た
「
ワ
コ
ー
ル
・
リ
ッ
カ
ー
ミ
シ

ン
館
」
で
は
、
人
類
普
遍
の
「
愛
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
「
エ

キ
ス
ポ
・ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
」が
行
わ
れ
、
約
50
倍
の
競
争

率
の
中
55
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
式
を
挙
げ
ま
し
た
。 

『日
本
瓦
斯
協
会
史
』（１
９
７
６
年
刊
）で
も
、
各
出

展
企
業
が
Ｐ
Ｒ
合
戦
を
し
て
い
る
中
、
「国
内
出
展
契 

(

裏
面
へ
つ
づ
く) 

“” 

“” 



(
表
面
か
ら
続
く) 

約
第
１
号
と
し
て
初
弾
を
放
ち
、
大
大
的
に
ニ
ュ
ー
ス
欄
を
に
ぎ
わ
し

た
こ
と
は
Ｐ
Ｒ
効
果
満
点
で
あ
っ
た
。
」と
あ
り
ま
す
。 

日
本
瓦
斯
協
会
が
出
展
し
た
「ガ
ス
パ
ビ
リ
オ
ン
」で
は
、
テ
ー
マ
を

「笑
い
の
世
界
」と
定
め
、
底
抜
け
に
明
る
い
画
風
で
あ
る
ミ
ロ
の
壁
画
、

題
名
「無
垢
の
笑
い
」を
展
示
し
ま
し
た
。
大
阪
万
博
終
了
後
「ミ
ロ
の

壁
画
は
予
定
通
り
大
阪
府
に
引
き
渡
さ
れ
」
と
あ
り
ま
す
が
、
現
在

は
、
国
立
国
際
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。 

『三
洋
電
機
三
十
年
の
歩
み
』（１
９
８
０
年
刊
）で
は
、
「こ
の
開
催

が
決
定
さ
れ
る
と
、
当
社
は
率
先
参
加
を
表
明
、
参
加
申
込
み
第
一

号
と
し
て
サ
ン
ヨ
ー
館
の
建
設
を
発
表
し
た
。
」 

と
あ
り
ま
す
。 

三
洋
電
機
が
出
展
し
た
「サ
ン
ヨ
ー
館
」で
は
、
人
間
洗
た
く
機
「ウ

ル
ト
ラ
ソ
ニ
ッ
ク
・バ
ス
」が
有
名
で
す
が
、
『三
洋
電
機 

ア
ー
カ
イ
ブ

ス
』（２
０
１
４
年
刊
）の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
は
、
当
時
の
写
真
や
映
像
が
収
録

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

「
大
阪
万
博
」
を
支
え
た
企
業
と
し
て
、
建
築
関
係
の
企
業
も
見

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

今
年
、
「
大
阪
万
博
」
の
シ
ン
ボ
ル
と
言
え
る
「
太
陽
の
塔
」
が
重

要
文
化
財
（
建
造
物
）
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
太
陽
の
塔
を
含
む
お

祭
り
広
場
や
大
屋
根
の
施
工
は
、
大
林
組
・
竹
中
工
務
店
・藤
田
組

が
共
同
企
業
体
を
構
成
し
て
担
当
し
ま
し
た
。 

『
大
林
組
八
十
年
史
』
（
１
９
７
２
年
刊
）
に
よ
る
と
「
こ
と
に
大

林
組
の
場
合
は
、
明
治
三
十
六
年(

一
九
〇
三)

の
第
五
回
内
国
勧

業
博
覧
会
が
社
業
興
隆
の
基
礎
と
な
っ
た
歴
史
も
あ
り
、
万
国
博

に
そ
そ
ぐ
熱
意
は
他
社
を
し
の
ぐ
も
の
が
あ
っ
た
。
」 

そ
う
で
す
。 

中
で
も
大
屋
根
の
工
事
は
「
こ
れ
ほ
ど
大
規
模
な
屋
根
の
建
設

は
、
世
界
の
建
築
史
上
に
も
例
が
な
く
、
基
幹
施
設
設
計
グ
ル
ー

プ
に
と
っ
て
は
、
「
エ
キ
ス
ポ
’70
」
に
お
け
る
最
大
の
夢
」 

で
し
た
。

首
相
や
皇
太
子
殿
下
も
視
察
す
る
ほ
ど
注
目
さ
れ
た
大
工
事
は
、

試
行
錯
誤
の
末
に
見
事
成
功
を
収
め
、
完
成
後
は
開
会
式
・
閉
会

式
な
ど
の
主
要
な
行
事
の
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。
『文
明
を
つ
く
る
』

(

１
９
７
１
年
刊)

で
は
、
岡
本
太
郎
氏
が
工
事
を
振
り
返
っ
て
「
万

国
博
で
は
、
大
林
組
と
私
は
協
力
者
で
あ
っ
た
。
」 

と
語
っ
て
い
ま

す
。 

 

『
竹
中
工
務
店
九
十
年
史
』
（
１
９
８
９
年
刊
）
に
は
、
竹
中
工
務

店
も
ま
た
「
意
欲
を
燃
や
し
て
積
極
的
に
万
国
博
と
取
り
組
ん
で

い
た
」
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
言
葉
通
り
、
お
祭
り
広
場

や
大
屋
根
だ
け
で
は
な
く
パ
ビ
リ
オ
ン
の
建
設
で
も
活
躍
し
、
日

本
国
内
館
は
も
ち
ろ
ん
、
ソ
連
館
や
西
ド
イ
ツ
館
な
ど
多
く
の
外

国
館
も
手
が
け
ま
し
た
。
「
そ
れ
ら
が
立
ち
並
ん
だ
通
り
は
、
通
称

「竹
中
通
り
」と
ま
で
呼
ば
れ
る
ほ
ど
」だ
っ
た
そ
う
で
す 

。 

  
大
盛
況
に
終
わ
っ
た
「
大
阪
万
博
」
で
す
が
、
『大
阪
商
工
会
議
所

百
年
史 

本
編
』（１
９
７
９
年
刊
）
に
は
、
誘
致
か
ら
跡
地
ま
で
の
記

載
が
あ
り
ま
す 

。
「万
国
博
の
余
剰
金
は
最
終
決
算
で
一
九
六
億
円

余
と
な
り
、
そ
れ
は
、
跡
地
管
理
に
あ
た
る
万
国
博
記
念
協
会
に
一

括
し
て
ひ
き
つ
が
れ
」、
の
ち
に
大
阪
万
博
跡
地
の
記
念
公
園
内
に
国

立
民
族
学
博
物
館
や
国
立
国
際
美
術
館 

（２
０
０
４
年
に
中
之
島
に

移
転 

）が
開
館
し
た
そ
う
で
す
。 

 

今
回
の
「
大
阪
・
関
西
万
博
」
は
、
今
後
発
行
の
社
史
に
ど
の
よ
う
に

記
録
さ
れ
る
の
か
楽
し
み
で
す
ね
。 
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